第２６回　施設処遇検討会議　議事録　H23.11.28

13:30～15:00

青山荘交流室

　　　　　　　　　　　　　　　　　　出席者：長谷部S.G.M・須々田珠実・馬渕豊子

中岫かなえ・小笠原嘉紀・小坂和子

木村春子・上平ユリ子

　　　　　　　　　　　   　　　　　（ 欠席者：秋山欣也・中村文洋・三浦綾）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　記　録：上平ユリ子
議題

１：　田中　正士様　（青風荘入所者様）の処遇について

２：  青木　紀子様　（青山荘入所者様）の処遇について

１田中　正士様　様（青山荘入所者様）の処遇について
病名：統合失調症
合併症：変形性脊椎症･B型肝炎･腹部大動脈瘤･腸骨動脈瘤・胃潰瘍･尋常性乾癬

＜問題点＞

①身体状態にあった行動をとれない。

歩行や体勢を変える際に転倒したり、その危険性が多いが、認めることが出来ずに無理をする。

・意固地になってストレスを溜め込む。

・被害妄想あり

＜介入方法＞

・以前よりは両下肢裏の疼痛があることをスタッフに話すようになってきており、朝のテレビ体操や運動プログラムは自ら中止したり、椅子を利用している為、良い判断であることを本人へ伝え評価し、見守りしていく。

・買物はスタッフ同行支援で行なっている為、今後も継続していく。

・単独で外出出来ないことやスタッフの見守りが多いことがストレスとなっている様子のため、明らかな危険性が見られなければ必要以上に介助は行なわないようにして、本人の自立を尊重していく。

・体調不良時は不機嫌な態度が多々みられる為、本人の状態を心配して声掛けしている事を理解できるよう説明し、体調を聞き出し状態を確認して対応を行なっていく。

・定期的に面談の場を設け、本人様の気持ちを引き出し、指導やアドバイスを受容できるよう図ってデイナイトケア、主治医と情報交換し連携してサポートしていく。

・身体状態に変化があった時は、保護者に病状を説明し協力して頂くよう依頼していく。

　（H23.10/26、家族面談実施）

・Ｄｒと相談し、状態に応じて薬剤調整を依頼していく。
＜問題点＞

②自分本位な行動をして、他者への配慮に欠けるため、周りから孤立している。

＜介入方法＞

・入浴時は無造作にシャワ－を使い（周りに撒き散らしている感じ）他者にシャワ－のお湯が掛かり、他者が嫌な顔しても気にすることがない為、迷惑行為でマナ－違反である事を説明する。また自分が相手の立場だったらどう思うか考えてみるよう諭していく。

・不機嫌になって暴言を吐いたりしている場面を他者が見ていて敬遠がちになることを説明し、少しずつ理解できるよう本人の様子を伺いながら、その都度伝えていく。

＜問題点＞

③身辺整理ができない。・部屋から尿臭がする

＜介入方法＞

・定期的に部屋の掃除をスタッフと一緒にし、書物や、折り紙工作など必要以外の物は兄様に持って行ってもらうか処分していく。

・失禁した衣類を部屋に訪置していることが多い為、その都度洗濯する様声掛けしていく。また状況に応じて洗濯の介入したり、出来ない時はスタッフ代行していく。

・尿臭が強い事を伝え、尿漏れ防止のため、リハビリパンツや尿取りパット等を勧めていき、本人の気持に配慮していく。

＜評価＞

加齢とともに身体機能が著しく低下していることを受け入れずに、介入、支援に対して暴言、暴動が見られている。できるだけ本人のストレスが緩和できるように配慮し、普段関わっている人に言い難いことも考えられる為、本音を引き出す為、第三者からさり気なく聞き出し、本人の納得できる支援、介入をしていく。

主治医に現状を報告し、状態に応じて薬剤調整を依頼していく。

心身状態に変化があった時は、保護者に病状を説明し協力して頂くよう依頼していく。

２：青木　紀子様　（青風荘入所者様）の処遇について

病名：統合失調症

＜問題点＞

1 日中活動

・生活リズムの確立

・自炊の定期的な実施

・就労に対する目的意識の向上
・起床した後、日課等を行っていただき、二度寝を防ぐ。

・日課の様子をスタッフが随時確認し、客観的な評価を伝えると共に、適切な日課を行えるよう介入する。

・部屋の整理整頓を確認・促しを行う。適宜スタッフが介入し、整理整頓の習慣化を図る。

・自炊訓練について、頻度や振り返りの仕方を本人と話し合い、実施する。

・余暇時間を活用し、就労についての情報提供や意見交換する時間を設け、就労に対する意識を向上させる。

2 家族関係

・自宅への定期的な外出泊の実施

・生活技術の向上と訓練
＜問題点＞

・自宅への定期的な外出泊を継続する。

・外出泊に行く前に家で遂行する課題を設定し、帰荘後は振り返りを行う。課題については、青山荘での生活訓練の成果を活かせるものを設定する。

・外出泊の都度、本人による自己評価と、家族から評価をしてもらう。

③　病状に合わせた服薬調整

・服薬チェック帳への移行

・病状の変化について本人からの聞き取りや状態観察を随時行ない、主治医へ適切に情報提供をする。

・服薬チェック帳の利用を開始し、服薬の自己管理へのステップアップを目指す。

・服薬状況についてフィードバックを行なう。
＜評価＞

退所後はアパートでの一人暮らしを希望している為、まず資金をためなければいけないことを自覚してもらい生活資金全般のやり繰りを経験させていく。

新体制後はうみねこ幸房を利用し、就労へ繋げていく。

ストレスをためやすい為、緩和のしかたをアドバイスしていくとともに、スタッフが母親的かかわりを持って支援していく。

また父親、東海林様との関係性を見守っていき、東海林様との関係が行き過ぎたときはブレーキをかけ助言していく。

